
たつごう
August

発行 / 龍郷町役場　編集 / 企画財政課        　〒 894-0192　鹿児島県大島郡龍郷町浦 110 番地

電話 0997-62-3111　ＦＡＸ 0997-62-2535　【ＵＲＬ】http://www.town.tatsugo.lg.jp  【E-Mail】info@town.tatsugo.lg.jp

・・・Ｐ２～４

・・・Ｐ６

・・・Ｐ７

・・・Ｐ８～１１

・・・Ｐ１２

まちの話題／ふるさと祭ほか

長雲通信

公共事業入札の公表

お知らせほか

玉黄金／集落の風景

　8月号の主な内容

第 20 回龍郷ふるさと祭

（八月踊り　龍郷集落）



広報たつごう　２

ふ
る
さ
と
祭

　

夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
、
第
20
回
龍
郷
ふ

る
さ
と
祭
が
、
群
島
市
町
村
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
７
月
22

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
こ
ぎ
競
争
女
子
の
部
は
、
予
選
か
ら
安
定
し
た
強
さ

を
発
揮
し
た
、「
嘉
渡
郷
友
会
」
が
他
の
チ
ー
ム
の
追
随

を
許
さ
ず
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
男
子
の
部
決
勝
は
、
ど
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て

も
お
か
し
く
な
い
実
力
が
伯
仲
し
た
４
チ
ー
ム
が
顔
を
揃

え
、
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
勝
負
を
制
し
た
の
は
、

「
嘉
渡
郷
友
会
」。
見
事
、
男
子
の
部
・
女
子
の
部
両
方
を

制
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
龍
郷
小
学
校
・
龍
瀬
小
学
校
の
児
童
の

参
加
も
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

【男子の部】　　　　　　　　決勝タイム
優勝　嘉渡郷友会　　　　２分０７秒９９
２位　芦徳壮年団　　　　２分１１秒３１
３位　幾里青壮年団　　　２分１１秒５３
４位　丸大産業　　　　　２分１２秒８０

【女子の部】
優勝　嘉渡郷友会　　　　２分１８秒９７
２位　TEAM あいかな　　２分２１秒５２
３位　赤尾木婦人会　　　２分２４秒４５
４位　手広ママーズ　　　２分２９秒６４

舟こぎ男子の部　優勝　嘉渡郷友会 舟こぎ女子の部　優勝　嘉渡郷友会



３　広報たつごう

　

　

ふ
る
さ
と
祭
ス
テ
ー
ジ
の
部

は
、
町
内
の
保
育
園
児
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
で
幕
を

あ
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
島
唄
保
存
会
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
島
唄
に
続
い

て
、
ふ
る
さ
と
芸
能
笑シ
ョ
ーで

は
ダ

ン
ス
や
空
手
の
演
武
、
ス
カ
バ

ン
ド
に
よ
る
管
楽
器
の
演
奏
、

南
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
観
客
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

長
渕
剛
さ
ん
の
コ
ピ
ー
大
会
優

勝
経
験
者
も
あ
ら
わ
れ
、
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

八
月
踊
り
は
、
龍
郷
集
落
の

み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

踊
り
の
輪
に
会
場
か
ら
参
加
す

る
人
の
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
最

後
の
六
調
ま
で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
約
一
千

発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
ふ

る
さ
と
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
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ま
ち
の
話
題

募
金
活
動
で
注
意
看
板
設
置

7/17

 （火）

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

8/15

 （水）

　

赤
徳
中
学
校
の
生
徒
４
人
と
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
は
、
町
道
・
本
茶
‐

安
木
屋
場
線
と
農
道
・
瀬
留
‐
嘉
渡
線
の
２
か
所
に
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

保
護
を
訴
え
る
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

看
板
設
置
の
き
っ
か
け
は
、
当
時
、
赤
徳
小
の
６
年
生
だ
っ
た
５
人
が
授
業

で
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
交
通
事
故
が
町
内
で
も
起
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
主
的

に
募
金
活
動
を
実
施
。
町
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
前
で
募
金
活
動
を
し
た
ほ
か
、

赤
尾
木
集
落
の
各
住
宅
を
訪
問
し
集
め
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
、
い
ず
れ
も
過
去
に
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
車
に
ひ
か
れ
死
ん
で
い
た

「クロウサギを守って！」
場
所
で
、
看
板
に

は
「
く
ら
い
夜
道
は

ゆ
っ
く
り
と
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
運

転
者
の
注
意
を
引
く

よ
う
に
反
射
材
を
使

用
し
ま
し
た
。
看
板

の
除
幕
式
に
は
、
当

時
募
金
活
動
を
行
っ

た
赤
徳
中
２
年
の
島

田
竜
馬
君
、
中
園
皐

志
君
、
瀧
く
る
み
さ

ん
、
金
井
海
生
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

和
装
の
魅
力
に
触
れ
る

8/14

 （火）

　

和
装
文
化
振
興
を
目
的
に
し
た
西
陣

織
工
業
組
合
（
京
都
市
）
主
催
の
「
本

場
大
島
紬
ア
カ
デ
ミ
ー
～
結
・
絆
～
」

が
、
14
日
龍
郷
町
商
工
会
研
修
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
大
島
紬
や

西
陣
織
な
ど
の
布
地
を
使
っ
た
小
物
作

り
を
通
し
て
、
和
装
の
魅
力
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
、
戦
争
犠

牲
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
平
和

の
塔
」
前
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
遺
族

会
の
方
々
や
各
種
団
体
関
係
者
、
小
中
学

生
代
表
者
等
が
出
席
し
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々

の
御
霊
を
慰
め
る
と
共
に
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
献
花
を
行
い
、
慰
霊
碑
に
向

か
っ
て
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。



５　広報たつごう

第２回　在宅介護の家族会のご報告
　７月１８日（第３水曜日）に第２回在宅介護家族会を開きました。
　本会の目的は、【在宅介護を行っている家族がゆらうことにより、自分の思いや悩みを話すことで、
少しでも心身ともに楽になれる場所をつくること】です。
　先日の１回目の開催後に、“ 介護者の住む集落で、休日に開催してほしい！ ” という希望もでて
いました。それらに対しても、対応していきたいと思います。ご意見・ご参加については、龍郷町
地域包括支援センター・肥後医院、或いは民生委員の方々を通してご連絡いただければと存じます。
　第２回目は、出席者一同による本会の目的の確認と傾聴の練習をいたしました。
　次回は、９月１９日水曜日に集います。
　家族会の集いは、毎月第３水曜日ＰＭ３時１０分～４時１０分：中央公民館第２研修室で行って
います。（尚、１２月と１月はお休みです。）
　皆さまのご連絡・ご参加をお待ちしております。
　
　家族会代表：村上早苗
　肥後医院医師：肥後あつこ

【協賛】
　龍郷町地域包括支援センター（電話　69-4516）
　龍郷社会福祉協議会（電話　62-5409）
　肥後医院（電話　62-3023）



広報たつごう　６

長
雲
通
信
第 64 回

「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」

～
昆
虫
と
植
物
採
集
に
関
す
る
私
信
～

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

み
な
さ
ま　

う
が
み
ん
し
ょ
う
ら
。

台
風
続
き
の
夏
で
し
た
が
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
さ
と
祭
り
は

何
と
か
な
っ
た
け
ど
奄
美
祭
り
の
後
半

は
台
風
に
影
響
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

さ
て
こ
の
広
報
が
夏
休
み
終
わ
り
間

際
に
で
る
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ド
バ
イ

ス
や
私
の
感
想
な
ど
を
少
々
書
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

昔
か
ら
夏
休
み
の
自
由
研
究
は
昆
虫

採
集
と
植
物
採
集
が
主
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
２
年
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
、
昆
虫
採
集
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
生
き
も
の
を
殺
し
て
標
本
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
見
直
さ
れ
た
の
か
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
逆
に
多
く
な
っ
て
い

る
の
が
植
物
標
本
で
す
。（
植
物
も
生

き
て
ま
す
が
・
・
・
）

　

私
の
感
想
と
し
て
は
、
子
供
た
ち
の

自
由
研
究
に
は
昆
虫
の
不
思
議
を
理
解

す
る
為
に
標
本
作
り
は
や
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
人
間
に
は
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
他
の
生
き
も
の
を
犠
牲
に
す
る

と
い
う
世
の
中
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

（
仏
法
で
は
業
と
言
い
ま
す
）

　

し
か
し
、
遊
び
で
殺
し
た
り
い
た
ず
ら

で
植
物
を
引
き
ぬ
い
た
り
す
る
の
は
論
外

と
し
い
て
、
食
用
や
研
究
で
生
き
も
の
を

大
切
に
預
か
る
と
い
う
の
は
基
本
で
あ
り

教
育
で
は
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
行
き
過
ぎ
て
お
金
の
為
の
昆
虫

採
集
や
野
生
希
少
植
物
の
盗
掘
に
つ
な
が

れ
ば
法
律
（
条
例
）
違
反
に
な
る
の
で
、

そ
ん
な
注
意
事
項
も
盛
り
込
ん
で
欲
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

大
切
な
の
は
命
を
大
切
に
預
か
る
、
程

度
を
知
る
、
規
則
を
守
る
。
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
に
は
龍
郷
町
の
一

部
は
国
立
公
園
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

規
則
を
守
り
な
が
ら
活
用
す
る
と
い
う
感

覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
奄
美
の
場
合
、
昆
虫
や
植
物
採

集
の
際
、
ハ
ブ
の
事
故
防
止
の
為
、
原
野

や
私
有
地
に
は
立
ち
入
ら
な
い
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。

　

参
考
の
為
に
昆
虫
の
誘
引
ト
ラ
ッ
プ

を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

①
匂
い
誘
引
（
バ
ナ
ナ
や
蜂
蜜
な
ど
）

で
３
日
く
ら
い
は
使
え
ま
す
。

②
光
で
誘
引（
シ
ー
ツ
に
光
を
当
て
る
）

夜
９
時
頃
が
有
効
で
す
。

双
方
と
も
周
り
の
安
全
を
充
分
に
注
意

し
て
、
そ
の
地
所
の
理
解
を
得
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
終
わ
っ
た
後
は
、
片
づ
け
て

ゴ
ミ
は
残
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た

捕
ま
え
た
昆
虫
も
一
ペ
ア
以
上
は
逃
が

し
て
く
だ
さ
い
。

※
将
来
に
渡
っ
て
、
昆
虫
の
保
護
ゾ
ー

ン
以
外
に
夏
休
み
対
象
の
昆
虫
採
集

ゾ
ー
ン
が
（
有
料
）
あ
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

龍
郷
町
の
生
き
も
の
が
将
来
も
ず
っ
と

同
じ
よ
う
に
子
供
た
ち
の
夏
休
み
の
研

究
対
象
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み

ま
せ
ん
。

※
植
物
採
集
の
対
象
と
し
て
、
在
来
種

よ
り
も
外
来
種
等
を
選
び
研
究
し
て
く

れ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ノコギリクワガタ



７　広報たつごう

公共事業入札の公表

平成 24年４月

平成 24年 5月
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９　広報たつごう

　大島支庁建設課で発注予定の大美川の工事では、掘削に伴う建設発生土が発生します。
　今回、発生土の有効利用を図るため、平成２２年、平成２３年に浸水被害が生じた農地の所有者
で今後とも農地として使用するため、農地の嵩上げ等をお考えの方の土地への受入を募集します。
■募集期間　平成２４年９月３日（月）～平成２４年９月１４日（金）（土日は除く）
　　　　　　（建設発生土が残っている場合は、引き続き募集をします。）
■対象地域　龍郷町内
■応募条件
　①平成２２、２３年の奄美豪雨により浸水被害が生じた農地の所有者で、今後とも農地として使
　　用するため、土砂の搬入を希望する方。（別途、誓約書及び覚書きの締結が必要となります。）
　②搬入場所は、龍郷町内であること。
　③搬入土量は原則５００㎥以上であること。
　④大型ダンプトラック（１０ｔ車）で土砂の搬入ができること。
　⑤法律、関係条例上、嵩上げ（盛土）等を行うことが可能な土地であり、関係手続きが申し込み
　　時に完了していること。
■その他
　①受入者は、搬入土の土質的条件を指定できません。
　②県は、土砂の運搬のみを行い、搬入土の敷均し・締固め等は受入者で行うものとします。
　③受入者は、県から受け入れた搬入土を営利目的に利用したり、他の箇所に搬出してはいけませ
　　ん。
　④搬入土は、受入者の責任において管理するものとし、当該土砂が第三者に影響を及ぼさないよ
　　う流出対策等を講じるものとし、当該土砂が第三者に影響を及ぼしたときは、受入者がその損
　　害を賠償するものとします。
　⑤上記のほかにも条件がありますので、詳しくは龍郷町地域整備課まで問い合わせください。

【応募・問い合わせ先】
　龍郷町役場　地域整備課　℡　０９９７ ‐ ６９ ‐ ４５２１

建設発生土の受け入れ地募集について



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
7
月
届
出
】

東　

桃もも
た汰

地　

陽ひな
た奏

榮　

海みい
な凪

大
勝

赤
尾
木

大
勝

保
護
者
名

実剛志
歩
子

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
奄
美
市
の
岩
崎
美
晴
さ
ん
か
ら
、
母　

岩
崎
ミ

ツ
コ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
秋
名
の
肥
後
イ
サ
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

肥
後
一

俊
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
龍
郷
の
荒
垣
哲
郎
さ
ん
か
ら
、
母　

荒
垣
桃
枝

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
龍
郷
の
笠
利
輝
子
さ
ん
か
ら
、
姉　

笠
利
ノ
リ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
愛
知
県
の
岩
崎
隼
人
さ
ん
か
ら
、
母　

岩
崎
シ

ヅ
ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
久
場
の
岩
崎
千
之
さ
ん
か
ら
、　

妻　

岩
崎
忠

代
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

広報たつごう　１０

・
龍
郷
の
笠
利
輝
子
さ
ん
か
ら
、
姉　

笠
利
ノ
リ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
鹿
屋
市
の
保
村
勇
一
さ
ん
か
ら
、
母　

保
村
靜
枝

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
瀬
留
の
惠
島
葊
光
さ
ん
か
ら
、
母　

惠
島
ハ
ツ
エ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
嘉
渡
の
東
郷
敬
子
さ
ん
か
ら
、
父　

東
郷
隆
治
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
嘉
渡
集
落
、
嘉
渡
老
人
ク
ラ

ブ
に
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
碇
山
隆
宏
さ
ん
か
ら
、
母　

碇
山
ト
シ

エ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
に

金
一
封
。

・
久
場
の
岩
崎
千
之
さ
ん
か
ら
、
妻　

岩
崎
忠
代
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
久
場
集
落
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
岩
崎
美
晴
さ
ん
か
ら
、
母　

岩
崎
ミ
ツ

コ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
久
場
久
寿
ク
ラ
ブ
に
金

一
封
。

・
鹿
屋
市
の
保
村
勇
一
さ
ん
か
ら
、
母　

保
村
靜
枝

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
中
戸
口
集
落
、
中
戸
口
老

人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
瀬
留
の
惠
島
葊
光
さ
ん
か
ら
、
母　

惠
島
ハ
ツ
エ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
瀬
留
集
落
、
瀬
留
老
人
ク

ラ
ブ
に
金
一
封
。

　

７
月
号
の
「
り
ゅ
う
ゆ
う
館
自
主
文
化
事
業
」
に

お
い
て
、
開
催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

正
し
く
は
、
平
成
24
年
９
月
２
日
（
日
）
で
す
。

訂
正
と
お
詫
び

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
7
月
届
出
】

山
田　

な
る
子

岩
崎　

ミ
ツ
コ

森
山　

己
喜
夫

笠
利　

ノ
リ

  

椿     

和
久

廣
田　

政
秀

貴
島　

照
夫

岩
崎　

忠
代

大
木　

ヨ
ミ
子

荒
垣　

桃
枝

  

圓     

義
博

（
89
）

（
86
）

（
59
）

（
96
）

（
60
）

（
83
）

（
83
）

（
57
）

（
62
）

（
88
）

（
80
）

秋
名

久
場

赤
尾
木

龍
郷

星
の
園

龍
郷
の
里

幾
里

久
場

星
の
園

龍
郷

円

　

「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
が
10
月
１
日
（
月
）

か
ら
11
月
５
日
（
月
）
の
期
間
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

J
I
C
A
デ
ス
ク
鹿
児
島
（
（
財
）
鹿
児

　

島
県
国
際
交
流
協
会
）

　

電
話　

０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
２
４

○
詳
し
く
は
、
J
I
C
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　

http://www.jica.go.jp

◆
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

秋
募
集
説
明
会

龍郷町の人口
平成24年 7月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

3,004

6,206
　
2,981

3,225

+4
　
+15

+0

+15

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

総
務
省
統
計
局
（
鹿
児
島
県
・
龍
郷
町
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
は
、
国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
政

策
及
び
経
済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立
案
す
る

上
で
重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
我
が
国
の
全
世
帯
の
う
ち

か
ら
統
計
的
手
法
に
よ
り
選
定
し
た
約
47
万

世
帯
の
、
ふ
だ
ん
そ
の
家
に
住
ん
で
い
る
15

歳
以
上
の
世
帯
員
全
員
で
す
。

統
計
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
に
つ
い
て

広 

報 

送 

付 

お 

礼

・
東
大
阪
市
の
郷
田
清
義
さ
ん
か
ら
金
一
封
。

・
嘉
渡
の
東
郷
敬
子
さ
ん
か
ら
、
父　

東
郷
隆
治
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。



１１　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさや館
じゃがいも会 13：30 ～ 〃

６（木）1 歳 6 か月児健診 13：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

７（金）献血   8：30 ～ 龍郷町役場
キッズクラブ 10：00 ～ どぅくさや館

11（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃
13（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
16（日）町相撲大会 町相撲場

18（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさや館
じゃがいも会 13：30 ～ 〃

19（水）母子歯科相談 13：30 ～ 〃
在宅介護家族会の集い 15：10 ～ 中央公民館第 2 研修室

20（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさや館
22（土）アラセツ行事 秋名集落
25（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさや館
27（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
28（金）キッズクラブ 10：00 ～ 〃

９月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。



広報たつごう　１２

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
二
回

「
中
勝
集
落
」

　

国
道
58
号
線
沿
い
に
広
が
る
中
勝
集
落
に
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
自
動
車
関
連
、
食

品
関
連
の
事
業
所
が
建
ち
並
ぶ
ほ
か
、
近
年
、
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
が
建

設
さ
れ
、
新
興
住
宅
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
主
要
道
路
か
ら
外
れ
た
「
隠
れ
里
」
的
な
集
落
で
し
た
が
、
本
茶
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
以
降
、
名
瀬
市
街
地
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
他
市
町
村
な
ど
か
ら
の
入

り
込
み
が
増
え
、
本
町
の
人
口
増
加
を
け
ん
引
し
て
き
た
集
落
と
言
え
ま
す
。（
※
本

茶
ト
ン
ネ
ル
開
通
前
の
昭
和
55
年
当
時
の
中
勝
集
落
は
81
世
帯
２
４
２
人
で
し
た
。）

　

そ
し
て
、
奄
美
初
の
中
央
官
庁
役
人
と
し
て
、
ま
た
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
奄
美
群

島
の
振
興
に
尽
く
し
た
「
大
島
信
氏
」
や
、
大
審
院
長
（
最
高
裁
長
官
）
や
枢
密
顧
問

官
を
務
め
た
ほ
か
、「
泉
二
刑
法
」
と
称
さ
れ
る
刑
法
学
者
と
し
て
も
偉
大
な
足
跡
を

残
し
た
「
泉
二
新
熊
氏
」
は
こ
の
集
落
の
出
身
で
す
。
こ
の
両
雄
を
目
指
し
て
シ
マ
の

若
者
た
ち
は
勉
学
に
奮
起
し
、後
に
龍
郷
町
か
ら
は
多
く
の
逸
材
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

５２６人　
２４１世帯

平成２４年 7 月末

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

８
月
生
ま
れ

且　こころ
かつ

Ｈ２３. ８. ３１　生

父 勇介　母 みゆき　芦徳

ちゃん  押　咲翔
おさえ　 さくと

Ｈ２３. ８. １９　生

父 孝弘　母 幸子　中勝

くん西田　天明

にしだ　　てんめい

Ｈ２３. ８. ２２　生

父 誉　母 真裕美　幾里

くん

鈴木　唯央
すずき　　　いお

Ｈ２３. ８. １６　生

父 陽介　母 祐子　赤尾木

ちゃん 榮　宝海
さかえ　 たかみ

Ｈ２３. ８. １７　生

父 和文　母 マサエ 大勝

くん

泉
二
新
熊
氏
誕
生
の
地

住
宅
や
事
業
所
が
立
ち
並
ぶ
国
道
沿
線


